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	成果指標の設定について�役割分担について
	本日の分科会活動�本日は、重点目標に対する成果指標と上位指標の追加・整理の検討のほか、�行政と市民との役割分担について検討します。
	��５つの重点目標
	�前回のまとめ��重点目標の成果指標案
	前回のまとめ��上位目標の成果指標案
	市民の役割分担��都市自治分野において市民はどのような役割を果たすべきか

